






しないものとがある 1.7.8.削7・U.81.12 間・ $6.的.最近特に合成植物ホ Jレ~yである 2.4-0 が除草剤
とレて応用されるようになり，とれが植物の疾病およひ官類の発育に及ぼす影響につ¥r:o""C.数多
くの報告がある.植物ホJレ~シは菌類の発育と胞子発芽を抑制または促進するととが知られ乙
ν、る 3.5.8.8.12・ 1~. 18.19. !!1!.tß.24.2.5.祖.27.1!.~4.Bß.拍.4・. 41.C).













第 1表 2 ，4-D加用培養基に発育した赤;t1~病菌分生胞子の発芽
〈馬鈴薯煎汁寒天〉
¥寸守T I E 協系 0.001% (，1.01% 0.1% 弘吉右 0伺 1% 0.01% 0.1% 
調査胞子数 203G 2067 2050 2009 1617 1725 18W 18G3 
発芽胞子数 5的 588 732 945 354 518 7&4 901 
要旨芽歩合(%) 25.0 28.5 35.7 47.1 21.9 30.G 4J.~ 50.0 。 29.9 32.2 36.7 43.4 27.9 33.宅 4G.2 45.1 
備考 1 .=L S D (0.05)=2.43 270Cで18日間矯集胞子. 1. =L S D (0.05)=.2.33. 270Cで20日
主音書E胞子.胞子の宛芽には水道水を用い， 270Cで6日間後に調査.
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領(無準力目用区) 0.001ノ% O.(H% 0.1% 穣(無準知用区】 0.001% 
調査胞子数 1762 1731 1728 1741 1747 1727 
胞子発芽数 524 671 1047 1113 520 
発芽歩合(%) 29.7 38.8 60.6 67.4 29.8 
日 33.G 38.5 51.1 55.2 33.1 






















植物事ルモシ I E 
の種(0類.0%1〕標準区 2，ふD 2，4-D {t-イシド 標準区 2，4・D 2，4-D (J-イ V ドアンモa ルー アシモ昌ール
(無加用) yーダ極ァ温 積酸加里 (無知用) y ダーla:ァ塩 酸酸加里
調査胞子数 1745 1750 1745 1751 1720 1735 1738 1698 
発芽胞子数 901 1035 1565 1597 321 8O7 1235 1535 
発芽歩合(%) 61.6 59.1 89.7 91.2 18.7 46.5 71.1 90.4 
自 45.9 50.2 71.3 72.3 25.6 43.0 57.5 72:4 
備考 I.=L S D (0.05)=2.45 1. =L S D (0.O5) = 3.61 
(162) 















一ぞ金 広言語 &.001% 。.01% ~.19昔i，1‘ μ μ μ μ 











て惣、誌..._蒜(%E) 標(無椿加 区 zAEaトaEヤ華君ア臨P 2.，4-D 7" f v被 強""敵.f歯v車重v骨量伊
用) 0.0010.010.1 G;抽 1 G.001 0.01 0.0白1 n.cn: 
μ μ μ μ 
42.4 μ 
μ u μ μ 
I 43.2 40.2 41.7 40.9 41.8 45.3 50.0 
E 43.5 38.5 41.0 41.4 38.3 43.8 51.3 65.7 
E 38.6 41.6 40.2 41.8 43.7 39.6 41.7 43.6 50.6 




41.8μ に対し 0.∞1%カ日用では 46.7μ，0.01%加用では 55.4μ で大きかった.またそれらの隔
膜教も多いととを観察した.表に示L下い1J:いがかイY!-"戸ル酷聾加里は赤カピ病菌の発育を
- 21- (16S) 











下処?t協議 I‘吋f:? ふ196 考r 
2H18 2189 2151 2207 L S D (G.G5)=2.68 
発芽胞子数 486 1175 755 176 240Cで12日間培養胞子.
1 ~ lf!芽歩。合(%) 22.4 53.7 35.1 8.0 水道水を用旬、 24.oCで
28.2 47.1 36.3 16.4 6時間後K腕査.
2174 2248 2157 2021 L S D (0.05)=2.04 
発芽胞子数 353 568 474 115 !]4OCで12日間培餐胞子.
E 発芽歩。合(%) 16.2 2b.3 22.0 5.2 水道水を用い240Cで
23.7 3白.2 28.0 13.1 8時間後に調査.
1111 1189 114G 1109 L S D (.05)=3.20 
E 発芽胞子数 419 533 426 233 240Cで14日開場養胞子.
要旨芽歩合(%) 37.4 44.8 37.4 21.0 再現E淘7](を用い， 240C 






































と報告した方リーグ決症病菌の分生胞子では αー ナフグレン酷駿加里と 2，4-Dの0.05%・液
で発芽は促進され発芽管の伸長は抑制された 23). )1ラマメ鰐病菌，コムギ黒鰐病菌たよぴイ Y
5戸Yマメ鋳病菌の夏胞子は αー ナフグレγ酷駿加里と 2，4.D 200傍液で発芽を抑制し， Jt工豆鍔
病菌にbいては20∞傍で相当発芽が抑制された 24).Puccinia graminis var. avenaeの夏胞子
は2，4-D 500 ppm.で発芽が抑制された 16).また PucciniaCOTonota var. avenaeの夏胞子の






湯川らは赤カピ病菌の分生胞子の発芽は2，4-Dの 0.1%より高い濃度で抑制され， 0.05% 
では影響が君主い，また 0.01-0.005%では刺激したと報告した ~2) との結果は著者らの実験と
同様であった.
lV.摘 要
1.麦類赤カピ病菌 G.zeae (Schw.) Petchを培養するとき，その培養基に植物ホルモγで
- 23ー (166) 
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